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ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ

「
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
ア
ン
ド
ロ
マ
ケ
」

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス

一
九
二
四
年

(
特
別
展
「
デ
・
キ
リ
コ
展
」
出
品
)

観る⑳≪る
易得る

こ
の
作
品
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

詩
人
ホ
メ
ロ
ス
が
作
者
と
さ
れ
る

叙
事
詩
「
イ
リ
ア
ス
」

に
ち
な
ん

だ
作
品
で
す
。

ト
ロ
イ
ア
戦
争
に
出
陣
す
る
英

雄
ヘ
ク
ト
ー
ル
と
妻
ア
ン
ド
ロ
マ

ケ
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
場
面

を
、
重
苦
し
い
空
の
下
に
神
秘
的

な
二
体
の
マ
ネ
キ
ン
人
形
と
し
て

画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て
い
ま
す
。

そ
の
不
安
と
緊
迫
し
た
雰
囲
気
を

左
奥
の
馬
と
戦
士
に
よ
っ
て
か
も

し
出
し
、
さ
ら
に
、
画
面
右
手
の

塔
に
よ
っ
て
謎
め
い
た
情
感
を
漂

わ
せ
て
い
ま
す
。

キ
リ
コ
は

「
謎
こ
そ
人
生
で
愛

す
る
に
足
る
唯
一
の
も
の
」

と
い

う
ニ
ー
チ
ェ
ゆ
ず
り
の
信
条
に
よ

っ
て
、
神
秘
的
で
謎
め
い
た
独
自

の
世
界
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
の

人
間
で
も
人
工
物
で
も
な
い
、
マ

ネ
キ
ン
人
形
を
好
ん
で
描
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
に
テ

ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
絵
を
見
て
い
た

時
「
突
然
偉
大
な
絵
画
は
何
で
あ

る
か
を
啓
示
さ
れ
た
」

と
し
、
古

典
絵
画
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
キ
リ
コ
が
確
立
し

た
独
自
の
世
界
と
伝
統
的
な
マ
チ

エ
ー
ル
を
あ
わ
せ
、
新
し
い
芸
術

を
生
み
出
そ
う
と
し
た
、
キ
リ
コ

の
記
念
碑
的
な
作
品
で
す
。

(
三

浦

拓

郎
)



みる・かたる・つくる

県民の日

記念事業

展
キ

リ

コ

展

9
 
3
・
6
・
5

(
土
)
-
7
・
n

(
日
)

今
世
紀
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る

画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ

(
G
i
O
r
g
i
O
 
d
e
 
C
h
i
r
i
8
一
八
八

八
-
一
九
七
八
)

は
、
イ
タ
リ
ア

人
を
両
親
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の

ヴ
オ
ロ
ス
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

ア
テ
ネ
で
絵
を
学
び
、
父
の
死

後
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
り
絵
の
勉

強
を
続
け
る
う
ち
に
、
ド
イ
ツ
ロ

マ
ン
派
の
画
家
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ペ

ッ
ク
リ
ン
の
幻
想
的
な
作
品
に
魅

か
れ
影
響
を
受
け
、
ペ
ッ
ク
リ
ン

の
様
式
に
な
ら
っ
て
油
絵
を
描
き

ま
し
た
。
ま
た
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ

に
も
傾
倒
し
、
一
九
二
年
の
イ

タ
リ
ア
滞
在
の
際
に
は
、
ニ
ー
チ

「海辺の家具」 1927頃

「自画像」 1920

工
が
イ
タ
リ
ア
の
町
か
ら
感
じ
取

っ
た
「
秋
の
午
後
の
限
り
な
く
孤

独
な
詩
情
」
を
絵
画
で
表
現
す
べ

く
、
『
イ
タ
リ
ア
広
場
』

の
連
作

に
入
り
、
時
間
の
静
止
し
た
よ
う

な
ひ
と
げ
の
な
い
広
場
、
不
自
然

に
長
い
影
を
引
く
彫
像
、
異
常
な

遠
近
法
と
い
っ
た
、
キ
リ
コ
独
自

の
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
作
品

を
作
り
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
パ
リ
で
発
表

し
た
キ
リ
コ
は
、
ピ
カ
ソ
や
詩
人

ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
ら
の
知
遇
を
得
、

名
声
を
確
立
し
、
ま
た
関
連
の
な

い
事
物
を
組
み
合
わ
せ
る
彼
の
手

法
は
、
後
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
絵
画
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

一
九
一
五
年
、
前
年
勃
発
し
た

第
一
次
世
界
大
戦
に
応
召
し
イ
タ

リ
ア
に
戻
り
、
フ
エ
ラ
ー
ラ
で
兵

役
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
ロ
ー

マ
に
配
属
換
え
と
な
り
、
ロ
ー
マ

の
美
術
館
で
見
た
古
典
絵
画
か
ら

強
い
啓
示
を
受
け
、
そ
の
研
究
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
積
極

的
に
個
展
や
執
筆
活
動
を
行
い
、

当
時
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
中
心

的
な
作
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

一
九
二
五
年
、
再
び
パ
リ
に
戻

り
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
画

家
た
ち
か
ら
偉
大
な
先
駆
者
と
し

て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
キ

リ
コ
は
イ
タ
リ
ア
に
い
る
あ
い
だ

に
、
過
去
の
伝
統
的
な
絵
画
の
技

法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
新
た
な

世
界
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
模
索
し

て
い
た
た
め
以
前
の
キ
リ
コ
の
作

品
し
か
認
め
よ
う
と
し
な
い
シ
ュ

ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
達
と
は
相
容
れ

ず
、
キ
リ
コ
は
彼
ら
か
ら
「
シ
ュ

ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
先
駆
者
に
し

て
裏
切
者
」

と
い
う
評
価
を
受
け
、

決
別
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
キ
リ
コ
自
身
は
、
以

前
の
作
風
も
捨
て
ず
、
そ
れ
に
の

っ
と
っ
た
作
品
も
描
き
続
け
ま
し

「甲高をつけた自画像」 1948

「デイオスクロイ」 1934頃

た
。
こ
の
た
め
同
じ
作
家
が
描
い

た
も
の
と
は
思
え
な
い
作
品
が
、

同
時
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
キ
リ
コ
が

「
謎
の
画

家
」

と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。

◆
展
覧
会
の
内
容
に
つ
い
て

か
つ
て
キ
リ
コ
を
絶
賛
し
た
シ

ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
芸
術
家
た

ち
は
、
一
九
二
〇
年
以
降
の
、
キ

リ
コ
の
古
典
回
帰
を
批
判
し
、
そ

れ
以
前
の
作
品
し
か
評
価
し
な
い

態
度
を
と
り
ま
し
た
が
、
こ
の
評

価
は
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
以

後
、
キ
リ
コ
の
芸
術
を
理
解
す
る

上
で
の
一
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
キ
リ
コ

が
古
典
絵
画
の
美
に
魅
せ
ら
れ
、

新
た
な
作
風
の
構
築
に
向
か
う
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
活
動
に
焦

点
を
当
て
、
二
〇
̃
五
〇
年
代
ま

で
の
油
彩
作
品
を
中
心
に
、
版
画
、



「イタリア広場」 1950頃

彫
刻
を
含
む
約
一
〇
〇
点
を
展
示

し
、
彼
が
新
た
に
展
開
し
た
世
界

の
再
評
価
を
試
み
る
も
の
で
す
。

ま
ず
油
彩
で
は
、
一
九
二
〇
年

代
、
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
の
三

つ
の
年
代
に
分
け
、
二
〇
年
代
で

は
こ
の
頃
キ
リ
コ
が
研
究
し
た
テ

ン
ベ
ラ
の
技
法
に
よ
る
作
品
等
、

三
〇
年
代
で
は
、
彼
が
度
々
モ
チ

ー
フ
に
し
た
海
辺
に
立
つ
馬
や
、

古
代
の
建
築
物
を
描
い
た
作
品
等
、

四
〇
年
代
で
は
、
空
と
大
地
を
背

景
に
、
力
強
い
筆
触
で
人
物
や
静

物
を
描
い
た
作
品
、
キ
リ
コ
の
名

声
を
高
め
た
二
〇
年
代
以
前
の
モ

チ
ー
フ
を
題
材
に
し
た
作
品
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
彫
刻
で
は
、

キ
リ
コ
の
絵
の
世
界
を
そ
の
ま
ま

立
体
に
し
た
よ
う
な
独
特
な
形
態

の
作
品
を
、
さ
ら
に
油
彩
に
は
な

い
軽
や
か
な
雰
囲
気
の
版
画
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
日
本
初
公
開
の
作

品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

(
中

松

彰

久
)

みる・かたる・つくる

「ヴェネツィア・総督宮殿」 1950

「岩のある風景と静物」 1954頃

★
開
館
時
同

午
前
9
時
̃
午
後
四
時
三
〇
分

(
入
場
は
四
時
ま
で
)

月
曜
日
休
館

★
観
覧
料

一
般
五
〇
〇
円

(
三
〇
〇
円
)

高
・
大
学
生
三
〇
〇
円

(
二
〇
〇

円
)
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円

(
七

〇
円
)

(

)
内
は
二
〇
名
以
上
の

団
体
料
金

六
月
十
五
日
の
県
民
の
日
は
無
料

禽
美
術
講
演
会
唾

本
年
度
は
、
各
展
覧
会
に
併
せ

て
美
術
講
演
会
を
五
回
実
施
す
る

予
定
で
す
。

第
一
回
美
術
講
演
会
は
、
六
月

五
日
(
土
)
か
ら
開
催
す
る
特
別
展

「
デ
・
キ
リ
コ
展
」

に
伴
い
実
施

し
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
御
参
加
い

た
だ
き
、
キ
リ
コ
の
芸
術
に
つ
い

て
よ
り
一
層
の
興
味
と
理
解
を
深

め
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

日
時

七
月
三
日
(
土
)
午
後
二
時

演
題

「
デ
・
キ
リ
コ
の
謎
」

講
師

井
関
正
昭
氏

(
北
海
道
立

近
代
美
術
館
長
)

※
会
場
は
本
館
講
堂
で
参
加
者
数

は
二
〇
〇
人
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
聴
講
料
は
無
料
で
当
日

先
着
順
で
す
。

常
設
収
蔵
作
品
展

本
年
度
第
工
期

(
四
月
一
日
̃

七
月
十
一
日
)

は
前
期

(
̃
戴
)

と
後
期

(
舞
̃
党
)

に
分
け
、
前

期
で
は
、
「
新
収
蔵
作
品
」
と
「
房

総
と
近
代
美
術
」

の
二
つ
の
テ
ー

マ
で
行
い
ま
し
た
。

「
新
収
蔵
作
品
」

で
は
、
新
た

に
収
蔵
し
た
、
岸
田
劉
生
、
浅
井

忠
、
宮
之
原
謙
、
山
室
百
世
、
浜

口
陽
三
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

し
た
。
「
房
総
と
近
代
美
術
」

で

は
、
房
総
の
近
・
現
代
美
術
の
発

展
に
尽
力
し
た
洋
画
家
た
ち
に
焦

点
を
あ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

後
期
は

「
房
総
と
近
代
美
術
」

の
み
と
な
り
ま
す
が
、
房
総
の
代

表
的
な
物
故
し
た
書
家
た
ち
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
線
の
表
現
で

あ
る
書
は
、
筆
運
び
に
速
度
、
リ

ズ
ム
が
あ
り
、
ま
た
墨
の
濃
淡
に

よ
る
様
々
な
表
現
が
あ
り
ま
す
。

書
家
た
ち
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
線

が
繰
り
広
げ
る
芸
術
性
豊
か
な
書

の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
主
な
出

品
作
家
及
び
作
品
と
し
て
は
、
県

書
道
界
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
、
浅
見
喜
舟
の

「
橘
龍
」

や
「
大
公
有
意
垂
釣
」
を
は
じ
め
、

我
が
国
を
代
表
す
る
蒙
刻
の
巨
匠
、

石
井
磐
石
の
「
林
鳥
相
忘
不
避
人
」
、

鈴
木
方
鶴
の
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
国
際

賞
受
賞
作
で
あ
る
「
一
笑
千
山
青
」
、

高
澤
南
総
の

「
聾
に
瀦
ぶ
」

な
ど

八
作
家
の
作
品
、
二
十
一
点
を
展

示
し
ま
す
。

第
Ⅱ
期

(
七
月
十
七
日
-
十
月

十
一
日
)

で
は
前
期

(
̃
※
)

に

「
海
・
湖
・
川
の
あ
る
風
景
」

の

モ
チ
ー
フ
に
焦
点
を
あ
て
た
作
品

の
展
示
を
、
「
房
総
と
近
代
美
術
」

で
は
、
彫
刻
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
後
期

(
%
̃
難
)

で
は

「
房

総
と
近
代
美
術
」

の
み
の
展
示
と

な
り
、
本
館
の
代
表
的
な
作
品
や
、

日
頃
か
ら
鑑
賞
の
要
望
の
高
い
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

第
Ⅲ
期

(
十
二
月
四
日
̃
三
月

二
十
七
日
)
で
は
、
前
期

(
̃
米
)

・
中
期

(
%
̃
※
)
・
後
期

(
%

̃
※
)

を
通
し
て

「
房
総
と
近
代

美
術
」

と
し
て
金
工
に
焦
点
を
あ

て
展
示
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
期

・
後
期
に
お
い
て
は

「
女
性
の
表

現
」

と
し
て
女
性
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
作
品
を
、
後
期
に
お
い
て
は

「
房
総
と
近
代
美
術
」

で
日
頃
か

ら
鑑
賞
の
要
望
の
高
い
作
品
も
併

せ
て
展
示
し
ま
す
。

浅見雪舟「櫨構」
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展
覧
会
案
内

▼
房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
⑳

秋
山
逸
生
展

▼
第
十
七
回

千
葉
県
移
動
美
術
館

新
収
蔵
作
品
紹
介

▼
特
別
展

ミ
レ
ー
と
浅
井
忠
の
出
会
い
I

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
と
日
本

ミ
レ
ー
、
コ
ロ
ー
に
代
表
さ
れ

る
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
は
、
明

治
九
年
に
工
部
美
術
学
校
の
教
授

と
し
て
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
の
風

景
画
家
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
展
覧
会
や
画
集
等
を
通
じ
て
様

々
な
形
で
紹
介
さ
れ
た
バ
ル
ビ
ゾ

ン
派
の
芸
術
は
美
術
界
は
も
と
よ

り
文
学
、
思
想
な
ど
多
方
面
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
「
日
本
に
将
来
さ

れ
た
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
作
品
」

「
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
受
容
に
関
わ
る
日
本

洋
画
の
作
品
」

を
テ
ー
マ
に
、
バ

ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
と
、
浅
井
思
、

黒
田
清
輝
な
ど
の
日
本
洋
画
家
の

作
品
を
展
覧
し
、
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派

と
わ
が
国
近
代
洋
画
と
の
結
び
つ

き
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
展
覧
会
は
、
山

梨
県
立
美
術
館
、
福
島
県
立
美
術

館
、
千
葉
県
立
美
術
館
の
一
二
館
合

同
の
企
画
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も

の
で
す
。

(
会
期
)

九
月
四
日

(
十
)

̃

十
月
十
一
日

(
月
)

工
芸
家
秋
山
逸
生

(
一
九
〇
一

̃
一
九
八
八
)

は
、
東
京
に
生
ま

れ
、
大
正
期
か
ら
市
川
市
に
居
住

し
、
昭
和
四
十
五
年
「
芝
山
象
巌
」

の
技
法
が
千
葉
県
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
六
十
二
年
に
は

「
木

家
族
」

の
技
法
で
国
の
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者

(
人
間
国
宝
)

に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
展
覧
会
で
は
、
逸
生
の
作
品

約
五
十
点
を
展
覧
し
、
そ
の
芸
術

を
回
顧
し
ま
す
。

(
会
期
)

十
一
月
二
十
日

(
土
)

̃
十
二
月
二
十
四
日

(
金
)

優
れ
た
美
術
作
品
を
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
県
内
二
会
場
を
巡
回
す
る

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
版
画

の
各
分
野
の
作
品
を
本
館
の
収
蔵

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

今
年
度
の
会
場
と
会
期
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
睦
沢
ゆ
う
あ
い
館

(
長
生
郡
)

十
一
月
十
七
日

(
水
)

̃

十
一
月
三
十
日

(
火
)

◎
山
田
町
公
民
館

(
香
取
郡
)

十
二
月
三

日

(
金
)

̃

平
成
四
年
九
月
一
日
か
ら
平
成

五
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
収
蔵

さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

購

入

三谷十糸子「魚紋」

十
二
月
十
六
日

(
木
)

同
母
切
佃
時
一
時
i
博
一
血
ワ
検
i
即
ノ
」
周
に
刑
子
音
巾
一
彊
罵
倒
愚
喧
し
叩
一
品
叩
一
i
i
叩
宅
間
一
〇
叩
"
開
音
i
皿
同
音
旧
に
甲
山
男
i
h

「
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
」

は

全
国
規
模
で
公
募
し
た
作
品
を

審
査
し
、
入
賞
・
入
選
作
品
を

選
定
す
る
、
コ
ン
ク
ー
ル
形
式

の
展
覧
会
で
す
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
親
し

み
や
す
い
具
象
彫
刻
を
通
し
て

心
の
う
る
お
い
と
豊
か
さ
を
育

む
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に

昭
和
五
十
九
年
度
に
第
一
回
展

を
開
き
、
以
後
ほ
ぼ
隔
年
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

第
六
回
展
は
、
第
五
回
展
の

実
績
を
も
と
に

「
2
1
世
紀
へ
の

飛
躍
」

を
テ
ー
マ
に
、
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

「第六回現代日本具象彫刻展」作品公募のお知

▼
応
募
作
品
・
規
格
…
具
象
的

傾
向
の
彫
刻
作
品
、
雑
用
・
幅

華
南
さ
2
 
・
 
O
m
重
量
2
 
・
 
0
ト
ン
以
内

(
台
座
を
含
む
)

▼
作
品
搬
入
日
…
平
成
五
年
十

i
-
i
i
○
○
-
i
i
i
音
。
i
○
○
i
置
-
心
音
i
=
=
i
i
i
i
白
月
‖
白
月
一
三

▼
応
募
資
格
‥
・
国
籍
、
経
歴
、

草

地
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

詰

十
賞日 月

一
日

(
土
)
・
十
二
日

▼

入
選
‥
・
大
賞
一
点
、
優

秀
賢
二
点
、
人
選
約
六
十
点

▼
会
期

会
場
…
平
成
六
年
一

月
五
日

(
土
)
-

二
月
二
十
七
日

(
日
)

千
葉
県
立
美
術
館

◎
詳
細
は
千
葉
県
立
美
術
館
ま
で

[
日
本
画
]

浅
井

忠
作

「
農
耕
の
図
」
(
着
彩
二
九
〇
二
̃
〇
七
頃
)

田
村
宗
立
作

「
白
衣
観
音
」

(
墨
・
淡
彩
・
一
九
8
)

[
洋

画
]

麻
生
蓉
子
作

「
出
を
待
つ
」

(
油
彩
・
一
九
夫
)

椿

貞
雄
作

「
夏
の
風
景
」

(
油
彩
・
一
九
二
人
)

伊
藤
順
一
作

「
里
」

(
ア
ク
リ
ル
二
九
九
二
)

畠
中
陽
一
作

「
ア
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ー
光
の
誘
惑
」

(
ア
ク
リ
ル
二
先
)

近
藤
南
海
子
作

「
グ
レ
ー
の
冬
」
(
ア
ク
リ
ル
・
元
九
二
)

王

単
作

「
蘇
州
水
郷
」

(
油
彩
・
一
九
九
二
)

行
木
正
義
作

「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
B
」
(
油
彩
・
一
室
一
一
)

石
井
光
楓
作

「
タ
コ
マ
」

(
水
彩
・
一
九
三
)

「
ア
ー
ブ
ル
市
・
場
末
」

(
水
彩
)

「
荷
揚
げ
」

(
水
彩
)

櫻
田
精
一
作

「
白
い
舟
」

(
油
彩
・
一
九
八
五
)

ラ
ヴ
ィ
工
作

「
モ
レ
ス
テ
ル
風
景
」

(
油
彩
)

「
モ
レ
ス
テ
ル
風
景
」

(
油
彩
)

「
た
そ
が
れ
」

(
水
彩
・
一
八
八
五
)

[
彫

刻
]

長
谷
川
昂
作

「

朝

」

(
木
彫
二
七
九
)

[
工

芸
]

横
山
朝
陽
作

「
草
花
文
掻
落
花
瓶
」

(
陶
芸
)

川
上
祥
三
郎
作

「
黄
和
彫
文
花
器
」
(
陶
芸
・
一
九
六
一
)

宮
之
原
謙
作

「
彩
地
盛
運
葉
文
壷
」
(
陶
芸
・
一
九
夏
頃
)

浅
井

忠
作

「
草
花
盆
」
「
桔
梗
文
花
瓶
」
「
イ
ン

カ
文
陽
春
」
(
い
ず
れ
も
一
九
〇
三
〇
七
頃
)

[

書

]

高
澤
南
総
作

「
春
風
秋
月
」

(
一
九
八
一
)

[
版

画
]

深
沢
幸
雄
作

「
刻
印
」

(
一
九
奇
)

他
二
十
三
点

寄

贈

次
の
作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。



か
た
る
・
つ
く
る

[
日
本
画
]

三
谷
育
子
氏
よ
り

三
谷
十
糸
子
作

「
魚

紋
」

(
一
九
八
八
)

める・かたる・つくる

[
洋

画
]

飯
田
祐
三
氏
よ
り

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
作

「
七
里
ケ
浜
風
景
」

(
油
彩
)

藤
井
外
書
雄
氏
よ
り

藤
井
外
書
雄
作

「
シ
ャ
ル
ト
ル
」
(
油
彩
)

他
一
点

飯
島
賢
治
氏
よ
り

石
井
光
楓
作

「
ブ
ル
タ
ニ
ユ
1
に
て
」
(
油
彩
・
一
九
二
一
)

行
木
正
義
氏
よ
り

行
木
正
義
作

「
作
品
G
」

(
一
七
五
)

他
三
点

佐
善
ア
キ
氏
よ
り

佐
善

明
作

「
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
ー
ト
な
出
合

い
」

(
一
九
七
〇
)

他
四
点
.

櫻
田
精
一
氏
よ
り

櫻
田
精
一
作

「
追

憶
」

(
油
彩
・
一
九
詣
)

[
工

芸
]

山
室
和
子
氏
よ
り

山
室
百
世
作

「
鋳
鋼
草
花
置
物
」
(
鋳
金
一
個
十
五
点

川
村
幹
也
・
佐
藤
雅
子
氏
よ
り

河
村
蛸
山
作

「
長
方
皿

雨
・
風
・
晴
」

(
陶
千
言

横
山
光
ノ
介
氏
よ
り

横
山
朝
陽
作

「
草
花
紋
掻
落
皿
」
(
陶
芸
)
他
七
点

[

書

]

小
川
栄
次
郎
氏
よ
り

小
川
瓦
木
作

「
叙
情
」

(
一
九
尭
)

他
二
点

高
澤
雅
枝
氏
よ
り

高
澤
南
総
作

「
聾
に
渡
ぶ
」

(
一
九
走
)

他
二
点

⑮

千
葉
県
立
美
術
館
に
収

蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

「
追
憶
」

と

「
白
い
舟
」

に
つ
い
て
。

保

管

換

山室百世「鋳鋼萌ゆる力置物」

[
日
本
画
]

棉
取
魚
彦
作

「
登
龍
門
」

(
絹
本
)

[
洋

画
]

浅
井

忠
作

「
房
州
白
浜
」

(
鉛
筆
・
一
八
八
六
)

[
工

芸
]

秋
山
逸
生
作

「
蝶
貝
家
族
小
箱
」

(
木
工
)

[
版

画
]

川
瀬
巴
水
作

「
房
州
太
海
」

(
一
九
二
五
)

他
一
点

[
研
究
資
料
]

浅
井

忠
作

「
流
鏑
馬
」
(
水
彩
)

「
追
憶
」
の
作
品
は
一
九
七
四
年
に
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
初
め
て

パ
リ
に
行
っ
た
の
は
一
九
六
年
で
一

年
種
の
滞
在
で
、
其
の
間
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
美
術
館
を
中
心
に
名
画
を

尋
ね
て
廻
る
旅
で
あ
っ
た
が
、
初

め
て
生
の
作
品
か
ら
受
け
た
感
動

に
は
そ
れ
ま
で
の
知
識
が
如
何
に

表
面
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
か
が

思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

絵
画
の
持
つ
力
に
は
魂
が
、
内
面

が
強
靭
に
表
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
た
。
描
く
こ
と

そ
れ
は
表
現
す
る
こ
と
な
の
で
、

対
象
に
は
客
観
的
に
普
遍
的
に
描

く
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
自

分
の
内
な
る
美
に
よ
り
対
象
に
美

「追憶」 1974

櫻田 精一
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
印
象

派
の
画
家
達
の
絵
で
同
じ
風
景
、

場
所
を
複
数
の
人
が
描
い
て
い
な

が
ら
、
表
現
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

い
て
、
受
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
変

わ
ら
な
い
。
グ
ル
ー
プ
で
写
生
に

行
っ
た
り
モ
デ
ル
を
揃
い
た
り
す

る
と
直
ぐ
描
け
る
人
と
描
け
な
い

人
が
あ
る
。
対
象
に
美
が
拒
め
な

い
か
ら
だ
ろ
う
。
対
象
の
美
は
内

な
る
美
、
そ
れ
は
己
に
あ
る
の
だ

か
ら
向
う
か
ら
は
美
だ
と
誘
い
か

け
て
は
く
れ
な
い
。
表
現
す
る
の

に
は
対
象
と
ぶ
つ
か
っ
て
火
花
が

散
る
よ
う
に
感
動
し
な
け
れ
ば
描

け
な
い
も
の
で
あ
る
。
制
作
に
行

き
詰
ま
っ
た
り
、
迷
っ
た
り
、
感

勤
し
な
く
な
っ
た
り
し
た
時
に
は

優
れ
た
作
品
を
見
直
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
発
見
や
刺
激
や
感
動
が
蘇

っ
て
く
る
。
よ
く
旅
に
行
っ
た
り
、

外
国
に
行
く
の
は
常
に
感
受
性
を

曇
ら
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。

「
追
憶
」
の
作
品
は
そ
う
し
た
夢

と
希
望
を
抱
い
て
仲
間
と
共
に
フ

ラ
ン
ス
に
向
う
内
な
る
心
を
表
現

し
ょ
う
と
し
て
描
い
た
。
既
に
パ
リ

の
空
を
翔
び
、
遥
か
下
に
は
モ
ン

マ
ン
ト
ル
の
丘
が
見
え
、
エ
ッ
フ

ェ
ル
塔
が
筆
え
て
芸
術
と
歴
史
を

秘
め
た
パ
リ
の
街
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
街
景
の
ぞ

れ
ぞ
れ
は
実
景
の
も
の
と
は
違
っ

て
い
る
。
こ
の
作
品
は
全
く
同
一

の
構
図
で
も
う
一
枚
描
い
て
い
る
。

別
の
も
の
で
は
飛
翔
し
て
い
る
馬

の
頭
が
後
ろ
を
振
り
向
い
た
形
に

し
た
。
こ
れ
は
仲
間
を
気
遣
う
内

面
の
気
持
ち
を
表
現
し
て
画
面
に

ム
ー
ブ
マ
ン
を
持
た
せ
て
み
た
。

「
白
い
舟
」
は
利
根
川
沿
い
の
沼

を
描
い
た
。
こ
こ
は
野
田
の
対
岸

茨
城
県
に
あ
る
沼
の
あ
る
広
大
な

湿
原
で
あ
る
。
こ
の
沼
を
開
発
し

て
街
の
活
性
化
に
し
よ
う
と
す
る

勢
力
と
、
自
然
保
護
の
風
致
区
に

し
て
開
発
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
勢

力
と
が
指
抗
し
て
い
る
。
近
年
、

こ
の
沼
に
白
鳥
が
渡
来
し
て
、
遠

く
か
ら
見
物
の
人
が
来
て
い
る
。

春
の
息
吹
き
が
聴
え
る
よ
う
に

な
っ
た
頃
、
沼
に
出
掛
け
て
み
た

ら
小
さ
な
白
い
舟
が
岸
辺
に
繋
が

れ
て
い
た
。
都
会
か
ら
移
っ
て
き

た
少
年
の
舟
で
あ
ろ
う
か
。
後
ろ

の
土
手
の
陰
で
は
開
発
の
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
が
高
い
音
を
立
て
て
い
た
。

(
日
展
参
事
)

「白い舟」 1985



みる・かたる・つくる

ご
あ
ん
な
い

実
技
講
座
(
6
月
以
降
)

情
報
資
料
室
だ
よ
り

【
美
術
館
実
技
講
座
】

◆
洋
画
講
座

(
「
)

縫
験
者
を
対
象
に
、
人
物
、
静

物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
水
彩
画

の
技
法
や
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方
法

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

会
期

7
月
2
3
・
2
 
4
・
2
5
・
2
 
8

2
9
・
即
・
3
1
・

8
日
月
3
・
4
・
5
日

講
師

戸
田
健
夫
氏

定
員

訓
名

締
切

7
月
9
日

(
金
)

◆
彫
刻
講
座

縫
験
者
を
対
象
に
、
木
を
素
材

と
し
て
、
用
具
の
取
り
扱
い
方
を

は
じ
め
、
立
体
作
品
の
制
作
方
法

を
学
習
し
ま
す
。

座講刻彫

会
期

1
0
月
1
9
・
2
0
・
2
1
・
2
2
・

2
3
・
2
4
・
2
6
・
2
7
・

2
9
・
0
0
・
3
1
・

Ⅱ
月
2
日

講
師

渋
谷
三
朝
氏

定
員

帖
名

締
切

1
0
月
5
日

(
火
)

◆
陶
芸
講
座

(
2
)

経
験
者
を
対
象
に
、
用
具
の
取

り
扱
い
方
、
粕
薬
の
調
合
、
焼
成

の
方
法
な
ど
を
、
茶
碗
、
花
器
な

ど
の
制
作
を
通
し
て
学
習
し
ま
す
。

会
期

Ⅱ
月
9
・
1
0
・
Ⅱ
・
1
2
・

1
3
・

1
2
月
3
・
8
・
1
6
日

講
師

神
谷
紀
雄
氏

定
員

3
0
名

締
切

1
0
月
2
6
日

(
火
)

◆
洋
画
講
座

(
2
)

経
験
者
を
対
象
に
、
人
物
、
静

物
を
モ
チ
ー
フ
に
、
油
彩
画
の
技

法
や
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方
法
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

会
期

Ⅱ
月
u
・
1
2
・
1
7
・
1
8
・

1
9
・
2
0
・
2
1
・
2
3
・

2
4
・
2
5
日

講
師

松
沢
茂
雄
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
0
月
2
8
日

(
木
)

◆
書
芸
講
座

経
験
者
を
対
象
に
、
書
の
歴
史

を
は
じ
め
、
漢
字
の
臨
書
を
中
心

に
学
習
し
ま
す
。

会
期

u
月
0
0
・

1
2
月
1
・
2
日

講
師

中
村
象
閣
氏

定
員

2
5
名

締
切

Ⅱ
月
1
6
日

(
火
)

◆
金
工
講
座

経
験
者
を
対
象
に
、
銅
板
レ
リ

ー
フ
の
技
法
で
鍍
金
の
基
礎
を
学

習
し
ま
す
。

会
期

1
月
2
5
・
2
6
・
2
7
・
2
8
・

2
9
・

2
月
l
・
2
・
3
・
5
・

6
・
8
・
9
日

講
師

小
林
正
利
氏

定
員

1
5
名

締
切

1
月
Ⅱ
日

(
火
)

《
申
し
込
み
方
法
)

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
美
術
館
普
及
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合
に

は
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
寄
贈
図
書
・
図
録
の
御
紹
介

美
術
評
論
家
の
中
村
健
三
郎
氏

か
ら
平
成
三
年
度
に
続
き
、
昨
年

度
も
図
書
4
4
冊
、
図
録
3
5
7
冊
、
雑

誌
類
6
1
冊
、
そ
の
他
の
貴
重
な
資

料
を
頂
き
ま
し
た
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

図
書

「
田
村
孝
之
介
画
集
」

「
清
水
多
嘉
示
作
品
集
」

「
平
櫛

田
中
彫
琢
大
成
」

「
岡
康
之
助
画

集
」

「
富
永
直
樹
」

「
個
の
創
意
」

図
録

「
鹿
子
木
孟
郎
展
」

「
安
井
曽
太
郎
展
」

「
ジ
ャ
コ
モ
・

マ
ン
ズ
ー
追
悼
展
」

「
後
藤
清
一

彫
刻
展
」

「
富
岡
鉄
斎
」

ほ
か

国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
彫

刻
家
の
木
村
賢
太
郎
氏
か
ら
図
録

2
1
2
冊
を
頂
き
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
ビ
ラ
ネ
ー
ジ
版
画
展
」

「
マ

チ
ス
展
」

「
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
展
」

「
ギ
リ
シ
ャ
現
代
美
術
展
」

「
ヘ

ン
リ
ー
・
ム
ア
に
よ
る
ヘ
ン
リ
ー

・
ム
ア
展
」

ほ
か

御
協
力
頂
き
ま
し
た
御
二
人
に

の
美
術
1
7
」

「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
と
い
う
伝
説
」

「
シ
ュ
ー
ル

レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

「
絵
画
の
発

見
1
7

キ
リ
コ
/
ダ
リ
」

「
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
開
」

「
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
思
想
」

「
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
資
料
」

ほ
か

職

員

異

動

平
成
四
年
度
末
人
事
異
動
に
よ

り
、
次
の
職
員
が
替
り
ま
し
た
。

◆
退
職
者

福
田

誠

(
館
長
)

加
藤

真
美
治

(
庶
務
課
主
査
)

◆
転
入
者

白
石

竹
雄

(
文
化
課
長
-
館

長
)

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
特
別
展
関
連
図
書
の
御
紹
介

情
報
資
料
室
で
は

「
デ
・
キ
リ

コ
展
」

に
関
連
す
る
次
の
図
書
を

備
え
て
い
ま
す
。
御
利
用
く
だ
さ

い
。
「
デ
・
キ
リ
コ

現
代
世
界

く交通案内〉
●J R総武線「千葉駅」より「千葉ポートタワー行」

バス15分「美術館・郵便局前」下車徒歩1分

● J R京葉線「千葉みなと」駅下車徒歩8分

JR 京葉線 京成電鉄 JR 総武線 

千葉港 干葉ポP 

千葉県立美術館 

配 
至上野 新 

至東京 

1千葉みなと 

千 葉 

千葉 エコ 

嘩 醗千葉 惟成田 塞謹鸞川 


